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I. 依頼・委託業務実績

1.行政依頼業務一覧

査業務の種 類 依頼機関

：染症サーベイラン 国（序生省）

業務関i収検究 保観衛生課

木脳炎、ポリオ等 国（＂ 4．省）
，行予測潤介 保但衛生課

レラ等病原細菌培 保但衛生課

同定検在

｀ ~ ←一．．．．．．．
つか虫糾リケッチャ 保但衛生諜

検介

品の検行 巧培．衛庄諜

▼ T.... .. 

，留閃弟実煎洞介 旧（”生省）

巧培衛If_：．諜

庭川品の｛i:I:物質 巧税衛少課

ト検fi
ー→・

某品、厄燎！！］貝等 医務集ポ課

，検介
ー・—

，棄物の検介 環培衛少諜

水賀化学的検代 巧境衛生諜

地熱開発地戌巧挽潤 自然保渡謀

在

~J兌放射能水Ift関介 困（科学技

術庁）

業務概要

業 務 の 概 要

「忠染症サーベイランス事渫実施要綱」に基づき

患者の発生状況、病原体の検索など流行の実態を把

（関係閃関等）に還元して感染症のまん延を未然に

地域的監視体制を設け

し、その情殺を地域

止することを目的と

して、主に病原体検紫を行っている。

「伝染病流行予測聞査実施要領」に募づき集団免疫

原体の検究等を行い、予防接種市業の効果的運用ある

ち、総合的に疾病の流行を予測することを目的とした

る。

法定伝染病に関わる病原細菌の検査について早期分

迅速な法的措而および二次感染等まん延防 1|．．態勢にむ

いる。

届出伝染病であるつつが虫病の早期疹断、早期治祝

制を確立することを目的に「つつが虫病確定粋断検査

検究を行っている。
← -

食品の安介確保を！］的に、.f.!店、魚の PC13、野菜

農―集、魚の合成抗菌剤、残宙抗生物質について検査を

楡入閃程物を中心に、市場に流通している野菜、果

注iこ某淋が設定されていないn北について実懃潤査並

行っている。

「打守物質を含布する家庭JIJ品の規制に関する怯竹

っている。

医薬品、医療用具の製造翌者、翰入販売翌者に対す

として、収夫検究を行っている。

廃褒物の適正な処理、生活咲境の保全向J:.をめざし

び惰掃に関する沈tt」に碁づき検査を行っている。

八郎潟残存湖および米代川、雄物川、子吉川から取水

給水栓水中の CNr’ の含有罰潤介を行っている。

の現況把握および病

いは長期的視野に立

事業支援を行ってい

離確定結果に甚づく

けての検介を行って

および的確な届出体

実施要領」に枯づき

、果実、肉等の残留

行っている。

物を対象に食品衛生

びに試験怯の検討を

」に｝tづき検究を行

る取り締まりを H的

た r廃棄物の処理及

している水達施設の

温泉保護の H的で、地熱開発における掘削井が周辺温泉に及ぼす影響に

［．．放射能の分化状況

ついて関介を行っている。

核爆発丈験のフォールアウト調在と自然および人

調介を行っている。
＇→  ・ -

脳卒中予防対第リi笠 保t"衛生謀

のiとめ

,-

老、人保{lt濶在るIt梵 保観衛生課

- - --.し9ー← -- - -
侃庫づくり学級によ 秋田保健所

る検介

先天性代謝累常、神 保観衛生諜

緒サ細胞腫の検代

i1柑しょうtt予防iこ 保飢衛生森

'関する栄羨汎在

- ------ .. 

秋田限において行われてきた脳卒中予防対策事業に

することから今後の諜理と方向づけを探る目的で、脳

町の矩計と紹析およびnl接怯による市町村別脳卒中死

しヽる。

老人保但ikiこ1fづく各種保飢］［業の成果および実施

析を行っている。それを甚に疾店BIl生活指洩指針を作

より、事業のあり方と指弓方注について検討を行って

ついて総括し、評価

卒中特別対策と井川

亡：Fの検討を行って

方法等を潤査し、分

成し試行することに

いる。

地戌住民による但頂づくり学級の参加者の血液庄化学的検査を行ってい

る。

「先天性代謝異常検査等実施要綱」および「神糸予サ

に枯づき心身陪害者の発生を防止するため、新庄児花

る疾病の早期発見、早期治視を H的として検査を行っ

骨粗しょう症予防対策を推進するため全県 8地区ヽ

を対象に栄養潤斉を保債所が実施し、コンピュータ妍

る。
‘` ・← -----

--11 -

糸1111)包腫検介実施嗅惰fi」

るいは乳幼児に対す

ている。

男女 (30歳以上）

理と釈計を行ってい



2. 行政依頼業務実績

(1)総括表□五ー一ーニ□□□―『□I8 | 9 | 10| 1 1| 12| 1 | 2 | 3 l叫
細菌・ウイルス等の試験検査

感染症・リーベイランスホ業に伴う検査 31 43 40 84 48 59 62 49 59 117 78 51 72 1 

（ウイルス検究）

感染症リーベイランス事業に伴う検査 l 9 19 17 1 9 26 26 33 34 39 27 34 37 330 

（細菌検査）

伝染病流行予測聞査に伴う検壺 19 64 60 143 

（日本脳炎感染源調査ーウイルス）

伝染病流行予測調査に伴う検査 254 508 762 

（ポリオ感受性調査ーウイルス）

伝染病流行予測関査に伴う検在 1!16 148 344 

（インフルエンザ感染源関脊ーりイ，，J.)

コレラ等法定伝染病培養同定検査 4 2 II 212 I 2 3 23 3 261 

その他の細菌検査（菌株同定等） 23 20 20 34 39 25 42 21 43 53 3 12 335 
▼・"――  I 

リケッチャ検一行 l o 4:, 暉 41 28 21 20 20 ， I 2 3 272 

（つつが虫病診断検杏）

食品の検査

生物質検介
-- -• 9 --

薬実態検査

75 

その他の検査（複雑又は高度な検査） 9] l ] 賣 □リ国
66 

家庭用一品の有害珈質の検査~

戸学物質(4成分） ー==[―~|]匝エロ］ □亘l
医痢品、医療）IJ貝等の検査

厄韮 I し」ー」ー上＿
廃叩物の検査

2 1 | | | | 2 | 

［有樗塩素系化合物(3成分） ［ロロ［丑l_;LL［叶
水質化承的検査 一

23 I | l l | 1 1 | I 45 | 

隣 塩 素 系 化 合物4成分）

地面凪発地域叩俎凋査 ー一

層分析 I_-「可―「ー［西丁――|]i「―l―-―丁―l I I叫

L上！叶牛十ロトしH□
ー一環域凪射能水姻畦

旦 の規定による検在 ー］］］ロロロロ］乱贋］ロロ
厄言：己1 GI  T □[]―E［ー］］［言汀；
丹子臨床検査

［ご言霊号グ--]一塁鱈［冒贋；li]号
戸叩

冒；：ぐり：よ仁芯調査） ー[]□]/]]-「]| | |971| | |,"| 

に応―— ニ-――直 II庄社］伍ih面い面(i]紅｛面4185l|202l|1534西匝い叫lEg杓吋

―-12 -



(2) 微生物部

1)感染症サーベイランス事業に伴う検査

表 感染症定点調査病原体検索
一・し ー・ー・--= ~•--

患名 被検者数 確定者数（確定率閲 確定された病原微生物
一 〒 今 →

上 気道炎 lOG 34 (32. l) IISV(2), CV A4 (l), CYB! (4), CVBUT(1) ECIIOll (2). 

IYA!l3(ltl), IYB(6), YUT(tl) 

インフルエンザ 193 95 (49.2) IYAil3(54), IVB(,11) 
• h -.... → 9m 

普 通感冒 2 1 (50.0) VUT(l) 
． 

咽 頸 炎 214 51 (23. 8) CVBI (15), CVA4(7), CVAUT(4), IVAll3(12), IVB(7), 

ECl!Oll(4), VUT(l),SAT28(1) 

圃 桃 火火 3 1 H (19. 4) IISY(2), CYB! (I), IYAll3(2), SATl (I) 

ヘルパンギーナ 7 5 (71. 4) CV A4(2), CVBl (2), CVAUT(l) 
99 

気 符支炎 ， I (11. I) l YAll3(1) 

肺 火r火 ， I (II. I) VUT(I) 
0-← 

口 内 火リ火 4 3 (75.0) llSV(3) 

急性胃腸炎 11 1 (9.1) CJUT(l) 
-•一

下 痢症 7 I (lit.3) ROTA(}) 

風 惨 21 6 (28.6) l?UBE(5),SAT1(1) 

麻 疹 18 5 (27.8) l!EAS(5) 
一・ 一

手 足 Iこl病 8 6 (75.0) CVA16(6) 

狸紅 熱 8 2 (25.0) SAT! (1), SAT4(l) 
』・・ニー ・ ー一•

その他の発棧茄 8 l (l 2. 5) l?UBE(l) 
・-----.. •• ．． 

無歯性髄膜炎 36 15 (41. 7) CVBl(lO). HUHP(2), ECII011(2), VUT(l) 

単純泡疹 l 1(100.0) IISY(l) 
- -`• 

その他の疾病 83 15 (18. 1) I VA!l3(7), I VB(3), ROTA(2), CVA(I), CVB(l), l!SV(l) 

合 叶 776 250 (32.2) 
.. ---

注） IISV：単純ヘルペスウイルス、 CVA4:コクサッキーウイルスA群 4型、 CVBI：コクサッキーウイル

スB群l型、 CVUT:コクサッキーウイルス型不明、 ECIIOIJ:エコーウイルス 11型、 IVAll3:インフ

ルエンザウイルス A香港型、 !VB:インフルエンザウイルス B型、 VUT:ウイルス型不明、 SAT28:A 

群溶連菌T28型、 SAT!: A群溶連菌Tl型、 CJUT:カンビロバクタージェジュニー型不明、 ROTA:

ロクウイルス、I/UBE:風疹ウイルス、 KEAS:麻疹ウイルス、 CVAJ6:コクサッキーウイルス A群16 

型、 SAT4:A群溶連菌T4型、 HUMP:流行性耳下腺炎ウイルス

2)伝染病流行予測凋肖

表 流行予測凋責（日本脳炎ポリオ，インフルエンサ）□;:分ーロ量分口五叫］］口r1]]日［二体数

癌染臨凋:;ti: I~息内各市町柑（生後0 ~ 

8カ月）

ボリオ

憾受性、J.¥Jft

インフルエンザ

慇染源調森

應巣lII[

1息内全域

0~59オ

インフルエ

ンザ様忠者

調査成紐
• • ••一

月平均陽性率 5% 

8月 1fj 4頭 （） 

9月 16()頭計l43頭 1 () 

平成4年10月 免疫保有率 I烈 85.8図--
11 JJI 25'1名

平成5年 1月

2月

13 

118名 A香池咽

B型

＾ー

II)il 95. 3% 

Ill型 78.:3%

l()0名

2名



3)コレラ等法定伝染病培養同定検査

表 検 査 実 績

—ーデ

検査項目

コレラ菌（痰便）

件 数 検究結果（件数）

45 

ジフテリア菌 |:」
チフス菌、パラチフス菌 4 

すべて陰性

陽性 (3)

チ7ス菌77ーダl)]歴(I),El (2) 

バ升7スA77ージ11(1)

4)つつが虫病検査成績

表 1 つつが虫病検査実績

□□□□□□□□□□l十□□□

~t（~；l,fi-j]：ーニロ
表 3 つつが虫病患者の年齢・性別分布

年齢群 I 男 女
1

i

=

"

 

9

9
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～
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-
0
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o
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-
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□
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-
8
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5=;h査の実二□：＝ □□□ 
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(3) 理化学部

1)食品の検査

表 食品の検査実績

検 杏 項 目

品 名 検体尉 貝 毒 保存芹 PCB 抗菌剤 残留農薬 有機スズ フタル酸 栄養成分
下痢付 麻痺性 化合物 ジプチル

魚介類 50 25 
肉類 3 
"!•県頂 134 
その他 35 
計 222 25 

注）保存料（ソルピン酸）

抗菌剤（オキソリン酸）

5 

5 

2 5 10 3 
3 

2 132 
21 14 

2 2 5 156 IO 14 3 

残留農薬（ピレスロイド系、ドリン剤、ヘプタクロール、クロロタロニル、エンドスルファン、メタラキシ
ル）

有機スズ化合物（トリプチルスズ、トリフェニルスズ）

2)家庭用品の有害物質検査

表J ホルムアルデヒドの検肖実績

乳 幼 児 用
品 名 おしめ よだれ 下着 靴下 中衣 外衣 寝着 帽子 I寝具 I 計

カ／く— かけ
検 休 数 5 5 

Ii I : I ! I 1~ I 2! I 此I5 I 45 
部位別検体数 17 21 10 138 

表2 メタノール、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレンの検査実組

＼ 項目 1メタノール lテトラクロロエチレン lトリクロロエチレン

品名 検体数
家庭用エアゾル製品 1 5 1 0 5 5 
または家庭用洗浄剤 5 5 5 

合 計 20 1 0 1 0 1 0 

3)医薬品等の検査

表 医療用具の収去検査実績
一 ．一

ー•▼

品 名 検体数
検査項 目

外観試験耐熱耐圧試験重金属試験 溶出物試験

人口腎臓用留置針 1 1 

ヽヽ巌スポーザプル 1 1 1 
（連結1管） （全体、連結3管、点滴筒）セット

計 2 1 1 1 4 

15-



4)廃棄物関係検査

表廃棄物関係検査実績

検 体 名 件数 検 資 項 目

PCB TCE PCE その他

一般廃棄物最終処分場（放流水） 23 23 

産業廃棄物殻終処分場（周辺の底質） ， 3 3 3 

産業廃棄物最終処分場（周辺の地下水） 24 8 8 8 

汚 泥 43 11 1 6 1 6 

もえが ら 5 3 1 1 

陸業廃棄物般柊処分場（放流水他） 4 1 1 3 1 4 1 4 

I | 1 4 5 6 1 4 2 42 

※ TCE-1、リクロロエチレン ： PCEーテトラクロロエチレン

5)飲料水関係検査

表飲料水関係検査実績，

検 体

給水栓

井戸

計

名

一

水

水

件数

1 0 

34 

4 4 

ク 0万叶—TC4E

6
 

4
-
8
 

_
4
-
4
-
8
 

E
 

c
 

p
 

目
1, 1, 1，ートリクon1初 1卜 ') II n メタ1 

4 

： 
6)地熱開発地域環境凋査（継続）

表 八幡平地区，小安・秋の宮地区の温泉分析実績

地区 件数 5月 8月 lO月

八幡平 41 12 17 12 

小安・秋の宮 30 10 10 10 

計 7l 22 27 22 

分析項目：品度、pH，湧出最、蒸発残留物、 9導度、

硫酸イオン、塩化物イオン、硫化水素、

ヒ索、フッ素、ホウ酸

7)環境放射能水準調査 国（科学技術庁委託）

表 現境放射能水準調査対象試料と測定項目

測 定 項 II 
凋丙対象試料 検体

羞盈眉翡翡 "Sr分析＇ "I分析

定時採水（雨水） 138 138 

降ド物一大型水椛 12 12 

大氣浮遊じん 4 4 

蛇 口 水 2 2 

河 !II 水 1 j 

＇ 
--

± 壌 4 2 2 

精 米 2 I 1 
9 .  -

キ ヤ ベ ツ 2 1 1 

大 根 2 1 1 

牛 乳 10 2 2 6 

日 常 食 8 4 4 

鯛 2 1 I 

鯉 2 1 1 

空 問線 l,・t
12 12 

（シンチレ→ショ況トベイ）

モニタリングポスト 365 365 
l c ~ ~ ~‘~— - ~ ~. 

＾ ［コ

,―,I 566 138 109 13 6 

- 16 -



(4) 生活科学部

1)秋田県成人病予防対策検討会

一脳卒中予防対策事業のまとめと今後の方向づけー

平成4年度老人保健特別対策事業の一環として、

秋田県における脳卒中予防対策事業の評価と今後

の方向づけについて検討するため、過去の事業か

ら得た成績をもとに、データを収集解析し、検討

するための資料を作成した．

(1) 脳卒中死亡率

① 年齢調整死亡率（表、マップ）

② 年齢別の脳卒中祖死亡率

(2) 血圧

① 脳卒中特別対策事業指定地区の血圧値年次

推移

② 脳卒中特別対策事業指定地区の血圧別出現

頻度と服薬率

③ 秋田県における血圧値の推移

④ 国民栄養調査時の血圧値の推移

⑤ 井川町における血圧値の推移と服薬率

(3) 栄 養

① 秋田県における栄養調査の推移

② 脳卒中特別対策事業指定地区の栄養調査結

果栄捉素・食品群別摂取星・食品間の相互

関係

③ 低塩キャンペーンの展開

2)先天性代謝異常スクリーニング

平成4年度の実施状況は、表 1、2、3のとお

りで7,408名の検査を行い、精密検宜を依頼した

者は18名 (0.24%)で、検査の結果クレチン症 1

名を発見した．

3)神経芽細胞腫スクリーニング

平成4年度の実施状況は表4のとおりで、 8,80

2名の検査を行い、精密検査を依頼した者は 4名

(0.05%)で、検査の結果 2名が他疾患と診断さ

れたが、他の 2名は現在経過観察中である．

4)骨粗しょう症予防対策事業

平成4年度老人保健特別対策事業の一環として

骨粗しょう症予防栄養調査の入力•集計を行った．

① 対象地区

鹿角、大館、鷹巣、能代、五城目、男鹿、

本荘、横手の各保健所・支所管内の 1蛾区

（計8地区）

②対象 30~85歳男 479人女 492人

③栄養調査結果栄養索、食品群別摂取星、

食品群別々摂取割合等について集計分析し

た．

表 1 先天性代射異常スクリーニング実績

JJ|']；丁I口I:|.白叩：
表2 先天性代謝異常スクリーニング

保健所別受付件数

5 31 642 64 2 

喜 ゜6 31 725 723 I 

7 31 686 68[j 

゜8 31 662 661 

゜
0

0

0

0

0

0

3

 

ロ
了
1
0
1
1
-
1
2
-
l
-
2
了
nl

保健所 受付1笈燎機llll数 受付件数

大館保健所 4 l, 160 ， 
J紺角支j祈 l 304 

庶沿保健所 3 520 

能代保健所 5 I, 065 

秋川保健所 I 9 4,017 

男鹿支所 1 124 

五城目支所 1 218 

計 3 4 7.408 
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表 3 先天性代射異常スクリーニング再検査内訳件数

月 閻 His Met Ph e Leu TYr GAL ボイトラ TSH 170l!P 懸 聰 霜 鰭 ヌケ その他 計

4 591 

゜
1 

゜゜
1 

゜゜
18 

゜゜゜゜゜
l 

゜
21 

5 642 

゜
4 

゜゜
5 1 

゜
14 

゜゜゜゜゜
2 

゜
26 

6 725 

゜
2 

゜゜
8 

゜゜
19 1 

゜゜゜゜
I 

゜
31 

7 686 

゜
1 

゜゜
3 1 2 5 1 

゜゜゜゜
1 

゜
14 

8 662 

゜
6 

゜゜
5 

゜゜
17 1 

゜゜゜゜
1 

゜
30 

， 627 
゜

3 

゜゜
4 1 

゜
19 1 

゜゜゜゜゜゜
28 

10 627 

゜
4 

゜゜
2 

゜
（） 21 

゜゜゜゜゜
2 

゜
29 

1 1 530 

゜
3 

゜゜
1 

゜゜
13 1 

゜゜
（） 

゜゜゜
18 

．~一

12 536 

゜
5 

゜゜
3 3 

゜
11 2 

゜゜゜
01 I 1 

゜
25 

l 609 

゜
4, 

゜゜
1 1 

゜
6 2 

゜゜
（） o! 1 

゜
15 

2 531 

゜
2 

゜゜
2 1 

゜
6 2 

゜゜゜゜
2 

゜
15 

3 642 

゜゜゜゜゜゜゜
13 2 

゜゜゜゜
1 

゜
16 

計 7,408 

゜
35 

゜゜
35 8 2 162 13 

゜゜゜゜
13 

゜
268 

※ His :ヒスチジン血症検査 Mel:ホモスチン尿症検査 p h C ・フェニルケトン尿症検杏
Leu:メープルシロップ尿訃検介 TYr:チロジンlfll柏検介 G A L ：ガラクトース血症検杏（ペイケン／よ）
ボイトラ：ガラクトースH1H,i検百（ボイトラー法） TS!-! うし人ヤ11い状腺機能低―ド症検査 170HP:1;し人ヤIhilj腎過形成1it検介
ヌケ：薬剤等によるI祁の発育阻II且↓象

表4 神経芽細胞腫スクリーニング受付件数

4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 総 計

大館保健所 58 41 44 52 48 60 47 41 43 47 63 65 609 

鹿角支所 22 21 28 28 23 21 22 23 28 23 31 33 303 

鷹巣保健所 36 25 21 28 19 21 30 28 26 34 25 38 331 

能代保健所 70 49 68 50 44 55 47 44 49 48 66 75 665 

秋田保健所 278 162 264 216 232 217 200 235 250 155 293 283 2,785 

五城目支所 25 2! 27 26 27 19 16 20 27 26 27 31 292 
一~一

男鹿支所 21 21 19 5 ] 6 18 20 22 22 24 29 23 240 

本荘保健所 86 76 89 80 85 83 82 91 85 78 90 108 I, 033 

大曲保健所 64 66 54 52 55 88 85 65 63 60 72 93 817 

角館支所 22 13 25 17 20 22 16 21 28 23 20 32 259 

横手保健所 64 [i] 68 4 9 郎 59 71 (i4 68 79 77 89 815 
I 

湯沢保健所 65 4 3 51 37 47 57 50 55 56 59 57 聞 646 
―9.  --

県 外 3 

゜゚
2 1 1 

゜゜゜゜゜゜
7 

-- ーニ ー--

総 計 8 ] 4 599 758 642 683 721 (i8(i 709 745 656 850 939 8,802 
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3.一般依頼業務一覧

検ft業務の種類 業務の概要

風疹抗体検行． 妊婦がIii疹に感染したとき流所や胎児屎咄が心配されることから「秋rII！し風疹対策実施咄

綱」に碁づき風疹抗体検査受托医級機関から検査依頼を受け、風疹HAI抗体試験を行って

いる。

HIV検査 エイズ予防対策の一哀として保飢所で行う「エイズ個別相談・検査事粟実施要綱」に碁づ

き、希望者について Hl V検査をおこなっている。

大脱南群等検査 汚染状況把掘を El的とした規格のない食品等または哀境中の水などについて生歯数および

大腸苗群の依頼を受け検査を行っている。

食品の検介 食品の栄没学的成分検査や成分規格検査を主に食品製造業者の依頼のもとに行っている。

4.一般依頼業務実績

総括表

三：こ心月1 41 5 1 6 1 7 | 8 1, 110|11112| I I 2 1 3|ょ|
風疹抗体検杏
HIV抗体検壼
細菌等の試験検査
一般細菌数検査

大腸菌群検査
寄生卵検査
食品の試験検査 （靡細）

国讚麟検査

923 
313 

87 
20 109 

17 

| | 1 1 | 1 i|1| 1 1| 1 1| 2; 1 

合 計 | 16項28d23il547l| 91| 11:| 41 6l| 6叶 8qll1 1472 1 

理科学部

食品検査実結

表 一般栄養成分検査と成分規格検査実績

ー大栄没素等 無機質 ピタミン 成分規格
検 エ水た脂 灰 ナ 有 有 力

ネ ん 炭水 イ 機 機 Jレ

体 ルば 化物 ア 塩 リ ノ‘• 

ギ ＜ 糖楳 仰 P Fe Na K B, 恥 C シ 素 ン リ
数 1 分質質質維分 ン 剤 剤 ル

魚介類•その加工品 1 I l I 1 I 1 1 
肉類•その加工品 4 4 4 4 4 4 4 4 1 I I 1 1 I I I I 
米•その加工品 2 2 2 2 
野菜•その加工品 2 2 2 2 2 2 2 2 I I I I I l l I 
果実•その加工品 1 I I 1 I 1 I I. 
調 味 料 13 13 13 13 13 13 13 13 7 

計 23 21 21 21 21 21 21 21 2 2 2 ， 2 2 2 2 I 2 2 2 
注）成分規格ー有機塩索剤 [BHC(a、B、r、6の総和）、DDT(DDD,DDEを含む）、エンドリン、

ディルドリン（アルドリンを含む） ］ 
有機リン剤[E P N、ダイアジノン、パラチオン、フェニトロチオン（スミチオンMEP)、

・ フェンチオン (MPP)、フェントエート (PAP)、マラチオン］
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Il 調査研究業務実績

企画調整室

情報システム

1.花紛飛散予測情報システム

1)目的：アレルギー疾患のうちスギ花粉を原因とす

る花粉症の予防対策として，スギ花粉飛散時期に発

生するアレルギー症状を軽減するため，スギ花粉飛

散数と患者発生の関係から作成した，「安定日」，

「注意日」，「警戒日」の 3段階による毎日の予測情

報を地域別に図形化・グラフ化して捉供するととも

に，花粉飛散量に関する長期予報や花粉症の予防方

法等についても併せて提供し，患者の治療及び自己

管理対策に活用する．

2)対象地域；県北，日本海沿岸部，県南部

3)情報収集対象機関

衛生科学研究所，保健所，協力医療機関

4)測定及び予報期間

毎年2月～5月の花粉飛散期間中毎日

5)梢報提供先；地域医療機関，市町村，県民

6)機器： NECP C98シリーズ及びEWSワークス

テーション

詳細は，本誌 (P61)に報告する．

2.感染症サーペイランス情報システム

1)目的：感染症対第として，厚生省で提供している

全国感染症サーベイランス梢報システムのデータを

解析し，全国，東北地方，県内における感染症の発

生・流行の状況を地図化・グラフ化し，解説をつけ

て週別・月別に医療情報として提供する．

2)対象疾患：麻疹，風疹，インフルエンザ等36疾患

3)特徴：①各種感染症の発生状況を地図上に経時的・

経年的に県別，保健所別（県内）に量的に表示する

ことにより，流行の傾向及び実態を明確に把握する

ことができ，感染症サーベイランス医療機関等に対

し早期に流行の菩報を発することがてきる．

②各種感染症の流行の状況を経時的・経年的にグラ

フ化することにより，流行の周期を把握することが

でき，流行予測に活用することができる．

③秋田県感染症サーベイランス委員会における検討

資料としている．

4)情報提供先：医療機関，市町村，学校，報道機閃

県民

5)解析機器： NEC H98 モデルU60

微生物部

細菌

1. カンピロバクター食中毒予防に関する調査研究（継

続）

(1) 食品や器具による接触汚染について

1)目的： Campylobacterjejuni（以下CJ)は下

痢症の重要な原因菌であり．散発例のみならず食中毒

による集団食中毒事例も数多く発生している．これま

では検食に注目し，その的確な保管管理方法を考える

ため，食品中のCJの生存性などについて検討してき

た．本報では保管時における食品同士の接触や調理器

具などを介しての汚染の広がりを想定して， CJで汚

染された食品から調理器具などを介する他の食品汚染

の可能性について検討し．食中毒予防に役立てること

を目的とした．

2)材料と方法：まな板にCJを塗布し，水洗，洗剤

洗浄，熱湯処理消毒楚浸漬などの処理後，滅蘭ガー

ゼでlOOcnfを拭き取り CJの菌数を測定した． また，

CJ混入食肉を接触させたまな板の上で切った食品を

検体とし， CJの移行菌数を測定した．

3)結果：まな板を介した汚染の除去に効果的であっ

たのは，逆性石鹸液による洗浄消毒処理，熱湯処理で

あり．次いて洗剖洗浄処理であった．未処理水洗処

理では効果的に除去しえなかった．

詳細は本誌 (P67)で報告する．

(2) Campylobacter jejuniの血清型別成結につい

（継続）

1)目的：食肉などの生活環境内の高度な汚染を背景

として， Campylobacterjejuniによる食中出や散

発下痢症が数多く発生している．このことから，食中

毒や下痢症患者分離株について血清型別を行い，本症

の疫学解析に役立てることを目的とした．また，カン

ピロバクター血清型別レファレンス・サービス事業と

して他の地研からの型別依頼を受け付けた．

2)材料・方法：当所分離株及び秋田県内の病院から

分与された158株について．「カンピロバクターl(Ili青型

別システム開発に関する研究」研究班作製の型別用血

消を用いたスライド凝集法で型別を行った．
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3)結果：表のとおりである．

表 散発事例における血清型別成績（平成4年度）

血清型 株数 血清型 株 数

LIO 1 2 I LIO 9 

4 33 I 26 
10 - I 28 2 
18 - I 36 8 
30 - I 53 

TC K l l:l I 6 0 ....・．．．．．．マ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・L I O 2 :l I L I O 1 7 
11 14 I 27 l 
15 - I 54 
33 - I TCK12 16 
39 - I TCK13 2 
49 - I TCK26 

i;・ro・・・・ぷ．．．．．．．．＊・ • .:.:・・・・・・・ r・・i:i碩i50... 1 

6 4 型別不明 44 
7 2 非特異凝集 1 0 

l 9 2 

2

0

 

2

5

 

ー 一ョ＂合 158 

2.鶏卵のサルモネラ菌汚染防止と鶏卵の保管管理方法

の確立に関する調査研究（継続）

(1) 鶏卵のサルモネラ汚染防止に関する調査研究

1) H的： 1989年から Salmonellaserovar 

Enteritidis（以下SE)による散発下痢症および食

中毒が多発し，その原因として鶏卵が注目された．当

時， SE汚染が懸念された生産鶏卵について当所で行っ

た淵肖で，かなり高率に卵殻から SEか検出された．

このことから，本報では，再度県内の鶏卵について汚

染実態を調査するとともに， SEの卵殻から卵内容ヘ

の侵入の可能性について検討し，鶏卵のサルモネラ汚

染防止のための保管管理方法の確立に役立てることを

目的とした．

2)材料と方法：①県経済連GPセンターの出荷直前

の鶏卵450個について定法により SEの検査をした．

②同GPセンターから購入した鶏卵を用い，卵殻に S

Eを塗布， 4℃およひ25℃で保管し，経日的に卵内容

について SEを検百した．

3)結果： SEは，出荷直前の鶏卵450個の卵殻，卵

内容から全く検出されなかったが，卵殻の湿潤が保た

れた場合，侵入がみられた．

詳細は本誌 (P71)て報告する．

(2) 秋田県で分離された Salmonellaserovar 

Enteritidisのプラスミドプロファイル，薬剤感受

性ファージ型について（継続）

l)日的：秋田県において分離頻度か極めて小さかっ

たSalmonellaser. Enteritidis (S E)は， 1989年

から1990年にかけて散発事例から多数分離されるよう

になり， SEを原因とした食中毒事例も発生した．

SE感染症の感染源，感染ルートを追及するための

疫学指標としては，わが国においては1990年にファー

ジ型別法が導入され，国立予防衛生研究所において実

施されている他，フ゜ラスミドプロファイルの解析も地

研レベルで実施されている．

我々は昨年度， 1987年以降に秋田県内で分離された

SEを対象としてプラスミドプロファイルの測定方法

を中心に検討した，今年度は1986年から1992年の間に

秋田県内で発生した散発的SE感染事例，食中毒事例

などから分離されたSE127株，さらに1984年から198

9年の間に秋田市内の現境から分離された SE7株，

総計134株についてプラスミドプロファイル， ファー

ジ型，薬剤感受性を比較し県内における SEの動向，

その起源について検討した．

2)方法： SEのプラスミドプロファイルは Kado

たちの力法に準じて測定し， ファージ型別は国立予防

衛生研究所に実施を依頼した．薬剤感受性は，市販の

1濃度ディスクを使用して測定した．

3)結果及び考察：本調査研究結果の詳細は本誌 (P

33)で報岩する．

3.腸管出血性大腸菌の汚染実態，迅速診断法確立及び

感染予防対策に関する研究（新規）

一秋田市内で市販されていた輸入牛肉からの腸管出血

性大腸菌の分離一

1)目的：胴管出血性大腸歯 (EHEC)は，病原性

大腸菌の中では比較的近年になってからその存在が確

認された． EHECに感染した場合，腹痛を伴う出血

性大腸炎が惑起され，特に小児では，溶血性尿毒症症

候群か続発するなど感染病像が重篤である場合が多い．

秋田娯においては1991年に初めて 4名の散発的EHE

c感染者が確認された． これらの感染者から分離され

たEHECの疫学マーカーについて検討した結果こ

れらのEHECはそれそれ楳なる起源から散発的に発

生したことか示唆されたか，具体的な感染源は不明で

あった．

EHECの感染源としては諸外国において牛肉，生

牛乳などの畜産製品が関与していることが報告されて

いることから，秋田県内においても EHECにより汚

染された輸入牛肉がEI―IECの感染源となっている可

能性が考えられる． このため，我々は秋田市内で市販

されている輸入牛肉を対象としてEHEC汚染実態調

査を実施した．また，牛肉からのEHEC検出方法に

ついても検討した．
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2)材料：輸入牛肉；秋田市内のスーパーマーケット

から購入した米国産牛肉79件，豪州産牛肉31件，計

110件を調査対象とした．

3)方法：牛乳中の EHECの検出及び分離は「報告」

で詳述する EC-PCR法によった． EHEC菌株の

生化学的性状検査，血清型別，薬剤感受性試験， PC 

R法による Vero毒素 (VT)産生遺伝子の検出及

び型別は昨年の報告に記載した方法に従い実施した．

4)結果及び考察：本調査研究結果の詳細は本誌 (P

39)で報告する．

ウイルス

ウイルス感染症の病原分析に関する調査研究

(1) 麻疹ウイルスの変異に関する研究

1)目的：本県で分離された従来型とは異なった性状

を持つ麻疹ウイルスの遺伝子構造を解析することによ

り，今後の流行性やワクチンの有効性の検討に必要な

情報を得ることを目的とする．

表感染症の病原検索成績

保健所

118名
インフルエン
ウイルスA香

型 106
診断病原 I（インフルエ

ザウイルス B
2名を含む）

被検患者数

2)方法：

①対象：流行株として1988年に分離された麻疹ウイル

スAK-1株を使用した．従来型の比較対照として

Edmonston株を用いた． これらはマーモセット B

細胞由来の895a細胞にて培養した．

②検査項目：遺伝子の単離，塩甚配列決定，遺伝子解

析の 3段階よりなる．

③分析方法：麻疹分離株を感染させた895a細胞より

mRNAを抽出し， 100万の独立したクローンを含む

ライプラリーを作製した． SSPEのHA遺伝子をフ゜

ロープとしたプラークハイプリダイゼーションにより

流行株のHAを含む CDNAクローンを48個得た．さ

らにこの中から，サザンブロットにより全長（約 2k 

b)のcDNA断片を含むクローンを選択した．塩基

配列は蛍光自動ヽンークエンサー (AB I 373A型）

により決定した．遺伝子構造の解析には遺伝子解析コ

ンピューターシステムである「DNASIS」を用い

た．

3)結果：詳細は本誌 (P45)で報告する．

芸病院 1 （門門言
スウイルス4名、コクサッキ

レスA群15名、コクサッキーウ
B群23名、エコーウイルス(II
、インフルエンザウイルスA] 30 0名

3名、インフルエンザウイルスBl(4 3. 0%) 
、ウイルス未同定7名、 A群柑

名

37名 I 37名
純ヘルベスウイルス3名、ロタウイ1

ス1名、カンピロバクター l名

診断病原

被検患者数

診断病原

被検患者数

にこ
息

被検患者数

ロ 診断病原

叫 （ ％ ）

118名

106名

(89.8) 

5名

Cl 3. 5%) 

3名 1 67名 I 70名＿
コクサッキーウイルスA群6名、風疹ウ
イルス6名、麻疹ウイルス5名、 A群門
．匹3名、単純ヘルペスウイルス 1名 2 1名

(30.0%) 

I、臭ー：，晶1()名、エコ
ィルス 1 ーウイルス (11型） 2名、ムンプスウイ

レス 2名、ウイルス未同定1名 I 16名
(35.6%) 

4名 1 54名 I 5 8名

l 3名

l名
(7.7) 

インフルエンザウイルスA香港型7名、
ィンフルエンザウイルスB型3名、単糸
ルペスウイルス2名、ロクウイルス21 1 5名

名、コクサッキーウイルス B群］名 (25.9%) 
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776名

250名
(32.2) 

907名

3 5 7名
(3 9. 4%) 



(2) 集団かぜなどの病原分析と流行分析（継続）

1)目的：

微生物定点観測病院及び一般病院からの要請などに

より1尋られた検体について病原分析を行い，疾患別に

調査を行った．

2)方法：

①対象者：表に示した907名について病原分析を実

施した．

②検査方法：従来の検査方法に加え電気泳動法， ドッ

トイムノアッセイ法を使用した．

3)結果：

微生物定点観測調査では， 776名中病原体が検出さ

れた患者は， 250名 (32.2%)であった．そのうち．

コクサッキーウイルスB群11itjが33名と分離数が多かっ

た． また，インフルエンザウイルスは． A香港型と B

型が流行した．詳細は．感染源調査とともに本誌（ P

75)で報告する． また，ポリオ感受性凋責を北秋田

郡鷹巣町の住民254名を対象に実施した． その概要に

ついては本誌 (P79)で報告する．

免疫アレルギー

スギ花症粉の予防対策に関する調査研究

1)空中スギ花粉飛倣状況調査

スキ花粉症の実態把握と予防対策を目的とした．平

成4年の空中スギ花粉に関する調査を実施した結果

総飛散撮は平成3年に比較して1.5倍であった．また，

測定怯の比較により ISロータリー法か飛散開始を早

期に確認するために適していることが明らかとなった．

2)患者情報の収集解析

花粉予報及び患者情報との関連から検討した結果

同一地域の観測点間で測定値か大きく異なる場合には，

観測点単位で外来患者数などの発症データとの関連か

ら，測定値に重みをつけるなとの標準化か必要である

こと．及ひ症状区分による予報の適正化と検証のため

には，患者情報の他に地域単位のモニターが必要なこ

とが叫らかとなった．

詳細は本誌 (P83)に記載

理化学部

食品衛生

1.食品の栄養学的成分の調査研究 （継続）

一新品日野菜の栄捉成分．ひ素および重金属の含有昂

調査

1)目的：四訂成分表や他の成分表に掲載されていな

い，いわゆる新品日野菜について，秋田唄内産を中心

に（本県の利用頻肛が高く，生産地の明確な県外産を

一部含む），三大栄養素，無機質， ビタミン等の一般

栄養成分（栄養素）含有量を測定し，あわせてひ素お

よび重金属の測定を行った．

2)方法：対象野菜は16種類16検体である．分析は

可食部を水洗し，細切混和したものを用いた．ひ素・

重金属はについては，さらに硫硝酸過塩素酸分解した

ものを用いた．分析法は，「衛生試験法・注解」「加工

食品の栄養成分分析法」に基づいた．

3)結果：表 1に結果を示した．

環境衛生

1.県内飲料水の水質に関する調査研究（継続）

1)目的：秋田県の飲料水について良質な水源を確保

するため，昭和47~57年の飲料水の成分値を用いて，

飲料原水を形態別（表流水，伏流水，湧水，浅井戸，

深井戸）に分類し，原水の形態と飲料水成分分析値と

の関係を調べた．さらに，取水地の背景となる瑛境因

子（池形，表屑地質土壌）を加えて，原水の形態と

飲料水成分項目値との関連をコンピュータで集計・分

類・解析して飲料原水の水質の地域特性を明らかにし

た．

2)方法：解析装置は＇ぷ士通 FACOM M730形コ

ンピュータおよび富士通グラフィック 6A（図形端末

処理装置）を使用した．

3)結果：詳細は本紙 (P51)で戟告する．

衛生化学

1.温泉の適正利用に関する調査研究（継続）

一温泉水中のラドン含有量に関する調査一
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1)目的：これまで測定されていなかった県内の温泉

水中のラドン含有量を調宜し，温泉利用者の安全性を

図る．

2)方法：県内をおよそ 8地域に分け，各地域におい

て年 3回温泉水中のラ Iミン含有量を凋責した．その結

果から，特に変動の激しい温泉については数年間の継

続調査を行った．

① 対象：各地域の動力揚湯をしていない温泉

⑨)検査項目：ラドン，温度， Pl-1,伝導度硫酸イ

オン，塩化物イオン， ヒドロ炭酸イオン，蒸発残留物，

フッ素， ホウ酸

3)結果：今年度は北秋田地区．横手市近郊，および

小安・秋の宮地区の源泉14箇所について調査を行った．

その結果，横手市近郊の一源泉に比較的高濃度のラド

ンが含有されていた (589.9pci/l). また，北秋田地

区に平均値（115.2pci/1)の2倍を上回る源泉が 2

箇所あった他はいずれも平均値以下であった．



表 1．新品目（食品成分表未掲載）野菜の分析結果

2
4
'
1
,
 

栽 検 可 食 部 100 g 当 た り 可食部 1g当たり

般 栄 養 成 分 無 機 質 成 分 ビ 夕 ミ ン ひ素及び重金属
査

工 水 た 脂 炭水化物 灰 力 リI 1ナカマ
A I ! E 

ひ マ 亜 カ
No 検 体 名 培 I実 ネ ん ル トリグ ド

糖 繊

［ 
力 A ン

）レ
i ぱ＜ 

シ 鉄リ ネ B l B2 C E 銅 鉛 ミ
ゥ ゥ 1：シウ ロ ガ

施
ギ ウ チ

効 効 ウ
I 分質 質 質維 分 ム ン ムム 1 ム ン 力 力 素 ン 鉛 ！I ム

！ 

地 月 kcal kJ g 認 μg lu i g μg 

1 さしびろ 湯沢市 6 32.5 136 90.2 1.6 0.3 6.4 0.9 0.6 71.4 56.3 0.85 1.3 236 15.4 - 1300 720 0.04 0.09 35 0.51 ND 0.25 7.54 2.58 ND ND 

2 すぐりな※ 酒田市 6 20.5 86 93.3 1.5 0.3 3.2 0.8 0.9 80.1 58.5 0.84 22.4 354 13.6 - 830 460 0.05 0.07 49 0.54 ND 0.36 3.79 2.29 0.166 0.096 

3 う る し‘ 湯沢市 6 40.1 167 88.0 1.4 0.2 8.4 1.4 0.6 55.9 49.2 0.67 1.4 241 10.2 - 600 330 0.03 0.05 2 6 0. 0 7 ND 0.52 8.78 4.26 0.130 0.090 

4 あまうり 鳥海町 6 33.2 139 89.7 20 0 1! 6 4 1.3 0.5 11.4 36.8 0.85 1 7 221 88 99 55 0 06 0.03 13 0.14 0.07 0.91 4 61 3 52 ND 0.090 

＇ , 
87.8 2 O！ i | O 3 24.0 0 74 ！ d 340 11 9 0 08 0 05| I 20 5 きく（もってのほか） 湯沢市i 10 40.9 171 7 5 1.9 0.5 79.6 15.1 19 0.65 ND 0.78 3.70 3.18 ND 0 057 

i i 

6 モロヘイヤ 入 曲 市 10 40.0 167 87.4 4 0 0.8 4.5 2.4 1.2 48.0 55.3 0 87 11 585, t 58.4 - 4800 2700 0.08 0.20 37 I 1. 1 0 ND 0.17 15.84 6.70 NI) 0.240 

！ 

0 2! 6 2 11.181 3 35 ND□I o 7 つるな※ 1湯 沢 市 10 30.6 128 90.5 1 6 0.8 0.7 37.0 39.2 0 82 2.8 308 21.7 - 650 360 0.07 0.12 110 0.16 ND 2.77 

8 かいわれだいこん 酒田市 10 16.4 69 94.8 2.8 0.5 0.6 0.9 0.4 21.5 74.6 0.41 15.8 72 23.8 - 890 490 0.11 0.09 38 0.15 ND 0.24 2.59 2.62 ND ND 

9 みず たま 五城目町 10 75.6 316 77.4 1.9 02 18.3 1.1 1.1 60.6 35.5 0.74 13.9 256 63.6 - 150 83 0.03 0.05 52 0.06 ND 0.68 5.17 5.72 ND 0.084 

10 糸かぼちゃ 男 鹿 市 12 26.4 110 91.8 1.1 0.1 5.4 1.0 0.6 19.2 16.0 0.22 3.3 295 24.4 52 29 0.04 0.02 11 0.13 ND 0.37 0.79 1.01 ND ND 

11 みょうが（小塊茎） 能代市 12 83.1 348 75.2 2.0 0.1 20.8 0.9 1.0 46.2 30.0 0.70 8.6 384 17.3 3 2 0.07 0.03 6 0.03 ND 0.35 1.92 3.19 ND 0.071 
I | ； 

12 あ お な 湯 沢 市 2 28.4 119 90.0 3 9 0 31 3 6 1.0 1.2 50.8 60 2 1 47 25 1 5251 24.7 - 1200 670 0 12 0 14 56 0 61 ND 0. 07 3.13 1.27 0.152 0 070 

13 ア ス パ ラ な 湯 沢 吉 2 21.7 91 91.41.2 0 3 3 2 1.0 0.9 61.8 ss.2 o s2i 15 1 447 28.3 - 920 510 0. 0 7 0.11 68 0 42 ND 1.74 3.26 7.351 ND 0.075 
.i今

14 チコリ（しろ） 七小阿「村 2 21.2 89 92.9 1 6 0 1 4 2 0.6 0.6 11.2 13.31 0 67 0 41 419 12.8 5 3ii o os1 , o 03, i 4 0.00 ND 0.39 2 50 3.29 NI) NI) 

15 のびる（あお）※ 湯沢市 2 47.9 200 85.0 4.3 0.5 8.2 11 0.9 29.2 111.4 0.72 11.8 424 25.5 - 130 72 0.12 0.12 23 0.24 0.06 1.36 4.10 6.50 ND 0.091 

16 ヤーコン 西目町 2 39.8 167 85.5 1.0 0.4 11.7 0.5 0.6 15 7 31.6 0.33 2.1 325 11 2 60 33 0.03 0.02 2 0 00 ND 0.39 0.61 2.65 ND ND 

注 1: ビタミン欄中， ビタミンA （レチノール）のーは検査実施せず． ビタミンE(E効力）は a-, (3-, 

ひ素（As)ND<0.05μg/g,鉛（Pb)ND<0.05μg/g,カドミウム (Cd)ND<O.Olμg/  g, 

6ートコフェロールの総和

注2：検体名欄中※食品成分表に掲載



2.秋田県における放射能水準に関する調査

1)目的：秋田市中心に行われている科学技術庁委託

環境放射能水準調査に加えて，県北地区についても同

様に調査し，秋田県内における放射能水準の実態を把

握することを目的とした．

2)方法：対象は，降下物，土壌牧草，牛乳，精米

および生茶葉である．検査項目は， 13℃s,3H, 叩Sr,

分析方法は，科学技術庁編マニュアルに準じた．

3)結果：今年度調査した試料からは， 7年前のチェ

ルノプイリ原子力発電所事故由来の1“Csは検出され

なかった．また，それぞれの核種分析値においても，

全国平均値とほぼ同水準であった． しかし，降下物の

137cs，精米および生茶葉のでrにおいて，全国平均

値に比較して高い傾向を示したことから，今後は，こ

の点に留意して継続調査を実施する．

生活科学部

成人病

1.動脈硬化の予防に関する研究（継続）

(1)動脈硬化精密検診結果の検討

1)目 的：動脈硬化精密検診を通して，糖代謝

異常者と脂質値異常者の実態を把握し，検診所

見と栄養摂取状況を検討することにより食生活

を中心とした改善方法を検討した．

2)方 法： 30~69歳以上の住民に動脈硬化検診

（糖負荷試験を含む）を実施する．

対 象：男子148名（過去 3年間に動脈硬化

検診を受診していない者），女子14

名（一次検診で血糖値160mg/df以

上を示した者）．いずれも高血糖値

を示した者と糖尿病治旅中の者は除

しヽた．

検査項目：問診，糖負荷試験（50g負荷），尿・

血液検査，栄韮調針

凋査日：平成4年12月

3)結果：

① 糖負荷試験結果（表 1)

表1.糖負荷試験結果 (50g)井川町 名（％）

30~39 40~49 50~59 tiO~69 I 30~69 
正常汗「 8(72.2)12(48. 0)29(69. 0)30(45. 5 79(54. 9) 

疇］ 3（27.3)12(48.o)10(23.8)28(42. 253(36. 8) 

じ屈病 0(O. 0) 1 (1. 0) 3 (7. 1) 8(1 2. 1 1 2 (8. 3) 

言十 l l (1 0 0.)25 (1 0 0.)4 2 (1 0 0.) 6 6 (1 00. 1 44 (1 0 0.) 

判定不能 4名
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② 肥満状況と血液検査結果

・男子148人中，肥満者 (+20％以上）は39人

(26.4%)であった．

・血清総コレステロール値が220mg/d£以上示す

者は33人 (22.4%), トリグリセライド値が170

mg/d£以上示す者は28人(19.0%)と多かった．

・肝機能検査異常者は多く，特に r-GTPの高

い者は34人 (23.1%)と多かった．

・尿酸値の高い者 (7.0mg/d£以上）は12人 (8.2

％）であった．

(2) 中学生検診結果の検討

1)目 的：成人病予防の観点から，小児期から

の健康管理方法をさぐるために，中学生におけ

る肥満状況と高コレステロール者の実態を把握

し，食生活を中心とした指導を行った．

2)方法：

①対 象：井川町中学生；中学 2, 3年生，

175名（男子72名，女子103名）

②検査項目：身体計測尿・血液検査，心電図，

血圧測定，診察，栄養調査

③調査年月：平成4年5月

3)結果；

①肥満状況（肥満度：村田式年齢別標準体重より

算出）

・肥満度十40以上示す生徒の割合は，男子72人

中8人(11.1%),女子103人中 3人 (2.9%)

で， 2年生の男子の12.2％が最も高かった．

・肥満度十40以上の11人と皮脂厚の高い 3人に

生活指導を行った．

②血消総コレステロール値の状況（表2)

・血消総コレステロール値が220mg/d£以上を

示した生徒について食事指導を行い経過観察

したところ， 70％以上の生徒にコレステロー

ル値の低下か認められた．また， 180~199mg

/dPの生徒については現在経過観察中である．

表2．血清総コレステロール値の分布

一井川町中学 2• 3年生ー 名（％）

男子 女子

mg/dl 2牡磁1 2牲證 合計

~119 0 (o. 0) 2(6. 5 I (I. 9) 0(O. 0) 3(1. 7) 
~179 30(73. 2)21(77. 4; 37(68. 5)39(81. 3; 130(74. 7) 

~199 707.1) 402. 9 8(14. 8) 4(8. 3) 2303. 2) 

200~ 4(9.8) 1(3.2 8(14. 8) 5(10. 4 18(9. 8) 

41(100)31(100) 54(.100)48(100) 174(100) 

（採血不能： 1名）



③ヘモグロビン値の状況

・ヘモグロビン値のやや低い生徒は，男子6人，

女子 6人で， 2年生に多かった． この生徒た

ちに食事指導を行い，経過観察を継続してい

る．

・貧血者は，男子 2人の2.8%, 女子 6人の5.8

％で 2年生の女子が5人の9.3％と多かった．

(3) 中学生の肥満と肝機能検査結果の検討

1)目 的：肥満者の中でも内朦肥満の者にみら

れる肝機能異常には，脂肪肝が多いと言われて

おり， この傾向は若年層にもみられ，発育期に

図 1. 中学生のGOT,GPT出現頻度

GOT頻度（X)
l 

5 I 2 0 

hル｝ンU:~19 20~29 30~39 40 ~ 

図 2. 中学生のll四澁度区分別GOT,GPT値

GOT(U) 

19 20 7 12 7 4 

肥沿度：～9 ～l9 ~29 ~39 

ある若年者にとって重要な問題と思われる．そ

こで，中学生の肥満と肝機能の関連について凋

査を行い，その実態を明らかにした．

2)方 法：対象：井川中学生 2, 3年生267名

（有効総数265名：男子131名，女子

134名）

検査項目： GOT, GPT, r-GTP, 血清

コレステロール，肥満度（村田式年

齢別標準体菫表）

調査日：平成4年 5月

3)結 果：図 1～図 5に示す．

GPT頻度（％）
L 口

男 女

印:.1c:l3l134 

10 9 4 0 9 0 

15~24 25~34 35~ 

GPT(U) 

40-

：一国］—
4 5 6 4 印t88 89 l 9 20 7 12 7 4 4 5 6 4 

~49 50～（駕） • ~9 ~19~29~39~49 50~(%) 

図 3. 中学生の r-GPT/L!現頻度

n: 2 0 I O 

U/L: O~29 30~49U 50~69U 70~ 

7-GTP 

図4.GOT/CP'l‘比と肥満復の関速＊

2.Q I 男

GOT/GPT 

LO 

||~I) 

0. 
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肥泌度～19 20~29 30~39 40～（災）
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図5.肥満者(30-49%)におけるコレステロール値別肝
機能検査値

3 

1 
コレステllール涙度： 199以下 200以上 (mg/di) 

（倒枚8,M=16l) ({対1.l:3,M=248) 

＊ （脚注）
り()'l.̀,GFl‘値は．il_•ー．常て(}()'l‘ー＞（｝Fl̀, II I疾患も大部分がGOT

パ；PTである。逆に．（；（）'Ìべご(]I)rl'はII行肋肝や慢性肝炎等であ
り．そのため， GOT/01’'ÌLしを指椋としている。

(4) 成人用病態別栄捉指唸システムの開発

動脈硬化予防のための栄捉指導方法を検討するた

め， これまで開免してきた栄養調査結果算出システ

ムに加え，事後指導に活用できる病態別指導用栄養

調査結果帳票を作成した．

現在このシステムに，保健所等での入カシステ

ムを加え，オンラインシステムとして開発中である．

図 1 年代別肥悩者頼度ー平成 4年井川町一
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2.循環器疾患の健康管理に関する研究

(1) 井川町の循環器疾患調査結果

1)目 的：循環器疾患予防のための健康管理方

法を検討するために，モデル地区（井川町）にお

いて循環器検診を行った．

2)方 法： 20歳以上の井川町住民について，循

環器検診を行った．

調査期間：平成4年 6月8日～17日

検診項目：身体測定，問診，尿，血液検査，心電

図，眼底診察栄養調査

受診者： 1,710人栄養翡査： 159人

3)結果：

①対象者3,053人のうち，受診者は1,710人であり，

受診率は56％であった．

図2

50r% 厘男 12.9g/dJ.以下

4」■女 11.9ご／必以下

40 

35 

年代別低ヘモグロビン者頻度
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図 3 年代別高コレステロール者頻痩
一平成 4年井川町—
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40 I 
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②肥満状況を年代別にみると，男では30~50歳代

が25％前後の高い割合を示したが， 60歳以上は

15％と少なくなっていた．女では， 30歳代か12

とあまり多くなかったが， 40歳以上は30％近い

割合を示していた（図 1).

③Hb値の低い者は， ほぼ各年代で女の割合が男

より高く，特に30歳代で高かった．男では年齢

が高くなるにつれて， Hb値の低い者の割合が

高くなっていた（図 2).

④高コレステロール者頻度は，男は年齢に関係な

く12~16％の割合を示したが，女は40歳以上て

高くなっていた． 60~70歳代ではほぼ35％を示

した（図 3).

(2) 脳・心事故発症調西

1)目的

脳卒中患者の発症調査およびその追跡調査に晶

づき，地域における脳卒中発生の頻度と疫学特性，

受療状況予後を把梱し，予防から社会復掃まで

の一貰した脳卒中対策に役立てる．

2)方法

井川町大阪成人病センターと共同て実施

対象地区：JIJI I町
調責方法 ① 対象者の把握

② 発症調西

③ 結果の分析・検討

3)結果

発稲調西

初回発症調査： 29件（男18件 女11{'I) 

追跡調百 ：20件（男ll件 女9件）

結果は表 a, bのとおりてある．

表----a 初回訪問凋直件数
（脳・心事故発症か疑われる者）

表一b 脳卒中発症数 （井川町） （診断確定したもの）
（初回発症） 平成5年6月現在
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(3) 循環器検診長期未受診者の健康、唸識に関する調直

長期未受診者の夷態と健康意識ー

l)目 的：老人保健法に訊づく枯本健診の末受

診者対策の一I製として，未受診者の実態や健康管

理上の問題点を明らかにするため，平成 2仕疫に

凋有を行い「地域における術環器検診未受診者の

現状と憫題点ー第 1報」としてすでに報告した．

今回は前回の調西で特に問題とされた「個人的

即由Iによる未受診者のその後の受診状況を追跡

調宵し，なおも未受診を重ねている「検診長期未

受診者 の実態を8J]らかにした上て．その健庫意

識や日常の保健行勁等の特性を把握し，今後の未

受診者対染の埜礎資料を得ることを目的に淵西を

行い検討した．

2)方 法・秋田県井川町を凋肖地区とし，以ト

の方法で聞宜を行った．

①受診状況の追跡淵台 平成 2年度に井川町住民

を対象として行なった未受診者淵西の鮎果明らか

となった「個人的理由＿による 5年以上の未受診

者334名について，その後の受診状況を追跡凋直

した．

②木受診者群と継続受診者群の比較： 8釘以上の

未受診者183名のうち70歳未満の163名と，対照群

として性・年齢階級をマッチンクさせた継続受診

者（過広 5年間に 3回以上受診している者） 163

名を設定し，職業化脱保険の種類，家放桃成笥

の屈甘について比較した．

③健康恋識に閃するアンケート剥西：同対象者に

ついて，健限意識に関するアンケート凋査を行なっ

た．配布，回収は郵送により行った．

3) 結果及ひ考察•本凋、内研究ぷ古果の詳細は本誌

(P93)て報告する．
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3.高齢者の健康対策に関する研究

(1) 牛乳摂取アンケート調査

1)目 的：高齢者の骨折予防のための食生活

調査を牛乳の摂取状況の観点から調べるため，

手始めに牛乳や乳製品の摂取状況についてアン

ケート調査を実施した．

2)方 法：稲川町住民の30~69歳の婦人科検

診を受診した女性386名を対象に，平成 3年 5

月に，面接聞き取り方式で，アンケート調責を

行った．

3)結果：

①牛乳を，飲む」と答えた者の割合は， 30歳代

では80％以上の高率を示したか，他の年齢屑で

も70％前後の割合を示した． しかし，牛乳を飲

みはじめた時期は年齢階屈で大きい差かみられ，

若年｝箇では子供の頃より飲んでいる者が多かっ

たのに対して，中高年齢屈ではIO％以下と少な

かった．

②牛乳を飲んている即由を年代別にみると，

「好き」と答えた者の割合が増えていた．

③牛乳を飲まない理由を年代別に見ると，「嫌

い」と答えた者が芥い者ほど多かったが，「飲

むと腹の調fが悪くなる」と答えた者は中高年

齢屈に多く見られた（図 1~5).

以上のことから，中高年齢屑ては子供の頃から

の1員れや習恨のないことから．牛乳を飲まない傾

向かあったのではないかと推察されるため，やは

り牛乳の摂取のみならす，子供の頃からの食習伯

か大切と考えられた．

6 0 ~ 6 9 i，} 

図 1 牛乳の摂取状況
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稲川町 女性

無し

無し

図3

図4

[ 3 0~4 9歳〕

（アンケートの回答）

件折既往有り

整形外科受診有

（アンケー 1• O)和1答）

竹折既往有り

祁形外科受診存

20 

凶：齢）

3 0~ 3 9淑

; ()~'()淑

5 1;~5'.)叙

（年齢）

3 (}~3 9i伐

i () ~ 4 9歳

5 19 ~ 5 9 i,', 

6 0~6 9叔

40 60 80 100(%) 

総数

3人

(5 ()~6 9淑）

20 ＜ ょ° 60 80 100(%) 

総数

1 4人

ロ~； 紺11飲む ］必Iド］に 3~41い1飲む ~ I郡：］に 1~ 

I口ほとんと11):tない 以前は飲んたが、現在飲んていない

牛乳を飲みはじめた時期 稲川町

O ill -10 ri{) 80 I Olr(%l 
一~ ~一

l 5人

I 1 6人

9 0人

9 8人

女性

数

人

ふじ

7
i

t
 

6 0人

7 4 }、

71人

□
 

＿

歳

歳

0

0

 

3

6

 LJ 

ら

ら
か

か

代

代

―

似
＂
ぱ

0
"

いい

g

L
．りら

・
., 

ら

f

J

か

代

比

淑

供

。

-
9
・
 _

1
:
'
 

晨
＇
ク
~

-
i
_
l
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図5 牛乳を飲まない理由 稲川町 女性

20 40 60 80 100(%) 
（年齢）

3 0~3 9歳

4 0~4 0歳

5 0~5 9改

6 0~6 9歳

蓋嫌い ＾`←へ9 ‘ 飲むとおなかの叔子が悪い 1 

ヽ習慣がない 理由なし U その他

母子衛生

1.先天性異常発生に関する研究（継続）

総数

11人

2 8人

2 3人

2 5人

重複：日答あり

％ ：例数に対する割

1)目 的：不幸な子供をなくすために，乳幼児の

健康診責の一環として先天性代謝異常および神経芽

細胞腫の検査が実施されている．早期発見・早期冶

療のために検査の迅速化と精度の向上を目的として

以下の調査を行った．

2)方法：

a.先天性代謝異常スクリーニング

①ガラクトース血症検査：ペイゲン吉田法による．

②ヒスチジンl(l1症検査： BIA法でヒスチジンか

6mg/d£以上のものについて， TLC法により

ウロカニン酸を確認する．

③チロジン血症検査：ガスリー法による．

b.神経芽細胞腫スクリーニング

①高速液体クロマトグラフィーを用いて，要医療・

要精密検西児の原尿よりハニールマンデル酸，

ホモバニリン酸を測定．

3)結果：

a.先天性代謝沢常スクリーニング

①ガラクトース血症検査： 7,408名について実施

した．ガラクトース 8mg/d£以上で 1名が精密

検有の対象となったか，精査の結果他疾患と

診断された．

②ヒスチジン血症検査：ヒスチジン 6mg/dP以上

の者20名について実施したが，対象者すべてか

らウロカニン酸が検出され，正常であった．

③チロジン血症検査： 7,408名について実施した．

チロジン 6mg/di/以上で 1名が精密検査の対象

となったか，粕査の結果，正常と診断された．

b.神経芽細胞腫スクリーニング

①梢密検査児4名の検査結果， 2名が他疾患と珍

断されたか，他の 2名は現在経過観察中である．

また，病院から依頼のあった原尿3件は，バ

ニールマンデル酸とホモバニリン酸ともに正常

であった．

栄養

1.県民の食パターン方式による栄養改善方法の検討

ー勤労者の食生活の実態把握一

1)目 的：県民のライフスタイル別の食生活の実

態把握とその食パターン方式による指導方法を確立

するため，勤労者の栄養調査を実施し検討した．

2)方法：

①対象者：平成3年秋田市内在住バス運転手 30

~49歳 79人

平成4年骨粗しょう症栄養調査対象者

の中の勤労者 30~59歳 183人（事

務系129人，現業系54人）

②調査方法：面接聞きとり栄養調査

③調査期問：平成4年10月，平成4年11~12月

3)結果 ．． 

①エネルギー源となるたん白質，脂肪は年齢，職種

間に大きな差がなかったが，夕食時にその 4割を

摂取した．

②年齢業種別では，若年層は動物性脂質の過剰，

事務系は酒類の摂取が多く，現業系は食塩摂取の

過剰と米・大豆加工品・みそ・漬物・嗜好飲料水

が多かった（表 1).

⑧調査対象となった運転業務者は，社員食堂利用がで

きるため，麺類・油脂類•その他の野菜等を多く

摂取し，脂肪と食塩の過剰がみられた．

④身体計測値から肥満状況をみると，事務系は若年

者に，現巣系は高齢者に肥満度か高かった．

今後は業種別に加齢を考慮した適性栄養所要量

の算出が必要であり，また，近年の夜型化した生

活背景か食事に影響していることを配慮し，個人

の生活形態に合った栄養指導の重要性が求められ

ているといわれている．

2. 自家製漬物の塩分濃度と糖度調査（継続）

1)目的：

平成3作度から引き続き，依然減らない食塩摂取

星のなかで，漬物から摂取される割合が高いことか

ら，季節毎の漬物の塩分測定を行い，糖度との関連

について調宵した．

2)対象と方法：

合川町と神岡町および稲川町における健康教室へ

の参加者が，春季 (6月），秋期 (9~10月），冬季

(1月）に持参した泊物81検体について，坦分を塩

分濃度計（ユニチカ UN-02), 糖度を屈折糖度計
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表1．年代別職業別栄奨素摂取量と食品群別摂取量

3 0~3 9~) (4  0~4 9歳）

ー

3

地 区 只内 8地区 秋田市内

g さ （吝如系） I （現茎;f,) （遵転茎移）

ェさ1,,さ―- KCl 2218 土 ,s1 I 2230土 557 2283 士 518

益£】只 g 81・8 士 18.6 88. l 士： 28・4 89. 3 士 27.0 

動物注" g ~3.1 士 15.S (8_6 士 22.4 46. 9 士 17.2

店買 g 53・4 士 20_6 56. (土 20.7 58.8 士 21.8

動初性， g 27.S 士 l2.3 30. 7 土 13.9 32.3 士 14.2

泥只 g 239-2 士 113.0 285_1 士 714 298_ 7 士 87.0

3"l.テn1／ 心 4ll ―士 228 418 士 30S 431 土 208

2ルク9A •g SS8 士 235 614 士 lS9 665 士 608

食塩 g 13. 7 土 {.5 13. 7 土 4.7 15.1 土 4.9

鉄 直 IO.I 士 3.2 11.8 土 3.8 18.9 士 28.4

ピタミンA 1.0. 2090 土 1133 2348 士 2H2 3657 士 6239

B1 mg LIO 士 0.62 l-28 士 0・62 1.05 士 0.42

B2 •g l_≪0 士 0.48 L(3 士 0_38 l. 80 士1.18

C •g 130 士 103 117 士 67 126 士 122

米 g 202 士 10, 213 士 128 169士 81 

小変加工品g 121 士 142 94 士 95 15{士 97 

いも類 g 42 士 Sl 23 士 38 59土 6l 

砂葛類 g 7 士 1 3 士 s S土 5 

油后哀 g 9 士 6 9 土 6 14 土： 10

大豆加工品g 67 士 63 110 士 138 73士 67 

（みそ） g 18 士 10 23 士↓ 16 18士 II 

央芙類 g 110 土 119 H7 士 200 56士 75 

緑芙色野;;: g 61 士 51 37 士 33 37土 37 

その他の野；；；；g 181 士 149 138 士 67 222士 120 

浜物 g 32 士 39 38 士 45 認土 31 

海互m g 12 土 14 11 士 14 6士 6 

面類 g 401 士 398 309 士 204 263士 225 

巧肝飲料 g 158 土 415 198 士 233 168士 192 

ゑ介却 g 117 士 67 90 士 101 131± 71 

肉類 g ．；；S 士 56 86 士 51 70士 57 

卵 坦 g “士 39 u 士 61 45土 38 

乳類 g 119 士 172 105 土 149 105土 128 

人数（人） 30 13 53 

地 区 琵内 8地区 秋田市内

ほ 牲 （平朽系） （坦笑禾） （達転哀狂）

X“t―-kcal 2087 土 531 2229 士 709 2239土が00

歪臼只 g 81冨〇士 22.{ 89.9 土 2S.6 89.3士 21S

動物性 9 g “心土 18.1 49.9 土 18.S 46.7土 17.4

店双 g S2.9 士 24.3 S6. 7 士 23.6 53. 7士 14.8

動物性• g 28.8 土 18.8 33.1 士 17.3 30. (土 10.8

臣質 • 26S. l 土 73.7 28?.2 土 121.7 303. 4土 83.8

叫、ステg-、 IIg 434 土 227 S30 土 301 406 士 1€9

カルシ9ム 重g 550 士 216 S61 士 200 655士 35l

女：之 g 13.2 土 4・S 15.2 土 5.6 1s. s士 4.3

鉄 ●g 10.{ 士 3.3 12.3 土 <.6 17.4土 14.3

ピタミ）AI.o. 2486 士 3597 2414 士 1912 3780士 7507

Bl 霞 1.11 土 0.53 LOS 土 0-40 LOS土 0.36

B2 •g 1.35 土 0.41 L 44 土 0.48 1.6｛士。.79 

C 羹 111 士 60 l33 土 87 HO 土 79

米 g 185 士 87 234土 153 191士 71 

小変加工品g 88 士 109 SG土 88 92士 69 

いも類 g 仕 士 50 伍 土 80 SO 土 43 

砂楚類 g 5 土 6 5土 7 4士 5 

油后冥i g 8 土 7 7 土 7 10 土 8 

大豆加工品g IOI 土 86 110土 87 lH士 87 

（みそ） g 19 士 13 24 + 14 24士 13 

果笑類 g 147 士 l4l 127 + 177 162土 206

峠黄色野菜g 47 土 40 61± 62 30士 23

その他の野菜g 1詔士 110 1S{士 119 194土 83

沼 物 g 50 + 57 57土 53 53土 46

海草類 g 7 士 10 8 士 18 10 士 13

活類 g 33•l 土 402 320士 387 223土 2S9

咤好・飲料 g 58 士 146 96土 180 151士 177

魚介類 g 126 + 79 l48土 66 145土 83

困類 g 63 + 69 70 + 73 67士 53

卵類 g ~5 + 34 53 + 47 37 土 27

乳 類 g 102 土 130 55士 91 92士 94

人数（人） S6 25 26 

(5  0~5 9 i:i.) 

地 区 只内 8地区

区 妊 （平t苔禾） （現；；；;¥;)

ェik;-- Keal 2039 士： 382 2030 土 512

壺臼只 g 86.4 土 18.< 85.5 土 23.2

動初住 •g 49.2 士 IS.3 47. 2 土 21.8

厖只 g (8_9 土・ U.6 41A 士 17.5 

勧物性 •g 26.5 土 l2.i 22・9 土 12.l 

箆芦奮 g 258.2 士 65.S 280_6 土 80.2 

コV1テgーレ 葛g 392 士 196 416 士 2Sl

カLシりム •s 550 士 216 624 土 17S

女塩 g 13.4士 (.3 16.1 士 S.6

鉄 ●g 11.8 土 3.5 11.1 土 3.1

t‘9ミンA I.U 2299 土 1355 1928 土 1323

Bl 1:1g 1.10 土 0A5 LOO 土 0̂38

B2 a.g 1. 45 士 O.H L3{ 士 0_43

C •g 116±61 131 士 78

米 g 183 士 92 214 士 121

小変加工品g 89 土 108 68 士 97

いもご g 50 土 6{ 37 士 58

砂茫荘i g 5 士 6 5 土 6 

泊ご類 g 7 士 6 5 士 6 

大豆加工品g 103 士 91 110土 59

（みそ） g 18 士 14 30士 22

景笑類 g 131 士 13( 18S士 161

公黄色野；；；； g 68 土 66 65土 64

その弛の野菜g 159 士 112 164土 105

泣句 g 43 士 48 55土 56

溢疋．頚 g 8 士 11 8土 13

己類 g 273 土 269 243士 226

唸好飲料 g 33 士 34 77士 215

ゑ介類 g 124 土 86 183土］25

肉類 g 46±  41 39土 48

忠類 g 33 土 34 28士 37

乳類 g ISO 土 lH 119士 143

人数（人） 43 16 

（平均値±標準偏差）



表2. 自家製漬物の塩分濃度と糖度

種類 1採 取時 期 I検充数 1塩分浪度（％）1 栖度（％）

大根濱け I秋期(9~10月） 1 6 | 1.56士0.561 ".7士3.98
冬期(I月） 9 I 2. 93 ±o、61I 13. 2土5.23

平均

たくわんI冬期(I月）
箔け

平均 9 I 1. os士o.e1 I 15. 1士5.06 

なす旗t:t|lk~Jl(9~lOJJ) I 14 I 4. 15士．2.03j 14.0 :t3.2I 
冬期(1月） 1 3 | 7. 03 1:I.33 1 

•••••••••• 
平均 I 11 I 4.66 :t2.20 I 14.o士3.21 

きゅうり 1:期(6月） 1 4 | 2.20士0601 12.6 • .!:1 96 
沢け秋期(9~10月） 9 I I. 97 :t 0. 70 I JO. 6士2.16

平均

1s I 2. 38士o.90 I 12. G士4.68 

9 I 4. os.t0. 64 I 15. 7士5.06

13 1 2. 04士o.65 I u. 2士2.23 
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漬合況

平均 11 I t.88 :l:0.771 8.9±2.26 

(ATAGO)で測定した．漬物の種類は大根漬け

（生漬け，柿潰け，なた漬けを含む），たくわん潰け

（いぶり漬けを含む），なす漬け，きうりと混合野菜

の即席漬けおよび白菜漬けの 6種類であり，それぞ

れの検体数は表2にした．

3)結果

表2に結果を示した．

白菜沢け I冬期(1月） 10 I 2. 41土0.961 6.1土3.88 

平均 IO I 2. 44士0.9GI 6.4士3.88 

（平均／直士標準偏差）
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